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分子複合体は，各種有機溶媒に可溶であった。分子複合体のサイズは，動的光散乱では THF 中で 6nm--15nm に分
布が見られた。疎水基のクラスター内部をピレニル基の蛍光スペクトルの振動バンドより調べると， DMF程度の極性
であった。 NMRの測定により，ベンゼン中の分子複合体の疎水基のクラスターは，水中の両親媒性高分子電解質ほど
ではないが，固体の様に固く凝集していることを明らかにした。
分子複合体にすることにより，ピレニル基は効果的に“個室化"され， DCB及びPMDAをアクセプターとして用い
ると，効率の良い電子移動が起こった。一方，逆電子移動反応は，かなり抑制された。アクセプターとしてビオローゲ
ンを組み込んだ分子複合体について非極性溶媒中，更に固体中で測定すると，逆電子移動反応はさらに抑制され，数秒
の寿命を持つカチオンラジカルが検出された。
分子複合体を用いて，今後，効果的な光誘起電荷分離系の構築が期待できる。
? ?ハU
論文審査の結果の要旨
疎水基と親水基からなる両親媒性高分子電解質は水に溶解するが，疎水基の含量がある量を越えると，疎水基が集合
してクラスターを形成する。しかしそれを有機溶媒中で保持した研究例はなかった。本研究は，そのクラスターの表
面が荷電を有するのを利用して，適当な界面活性剤との分子複合体を作り，水系で、示す両親媒性高分子電解質の特徴を
有機溶媒中でも保持させることに成功している。その結果，両親媒性電解質の特徴を有機溶媒系に拡張させることが可
能になり，材料設計の面で効果的な光誘起電荷分離系の展開を可能にした。従来例のない，分子複合体の創成であり，
博士(理学)の学位論文として十分に価値あるものであると認める。
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